



Sapporo Agricultural College and Modern Ideas
of Fish Breeding Forest








Sapporo Agricultural College and Modern Ideas
of Fish Breeding Forest
















いられているが,一般的な表記として,ほかに,｢魚付 (き)｣｢魚附 (き)｣｢魚着 (き)｣
などが使用されている｡また,地方によっては ｢うおっけ｣ (主として関西)ということも
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図1 遠藤吉三郎 ･犬飼哲夫 ･三浦正幸 ･大滝重直 ･柳沼武彦等の活動概念図
表2 遠藤吉三郎 ･犬飼哲夫 ･三浦正幸 ･大滝重直 ･柳沼武彦の活動
氏名など 職歴など 発表年 地域社会への貢献など 他者の評価 主
たる主張遠藤吉三郎 1902, 片E]食 (東京
教授)1
99401919遠藤事件犬飼哲夫 1937,
















190卜 1921年に渡って札幌農学校水産学科 .東北帝国大学農科大学水産学科 ･北海道帝
国大学附属水産専門部の教授であった水産植物学者の遠藤吉三郎 (187小一1921)は,1900








































































1951年 ｢森林と水産業｣ 『樹氷』(帯広営林局)11月号,01965年 ｢自然保護とそのあゆみ｣
『札幌林友』(札幌営林局)No･121,01970年 ｢カキ｣ (『わが動物記』暮しの手帖社,所
収),01973年 ｢自然の保護について｣ (#境庁長官官房総務課編 『生命ある地球-環境週
間記念講演集』帝国地方行政学会,所収),01976年 ｢森林と水の問題｣ 『北方林業』


































と内陸森林｣ 『グリー ンエイジ』 (日本緑化センター)γol.21,No.7,1971年,O｢北海
7
表3 犬飼哲夫 ･三浦正幸の発表誌などの比較
























































どか らその主張は実質上無視 された｡ 三浦の活動はマスコミなどで報道 され一部注 目された
ちのの, ｢孤高｣の言説 であった｡三浦 と重なる時期に犬飼哲夫 も ｢森一海｣のシステムに
関する発表 を続けていたが,犬飼 と三浦の直接的な交流はこれまでのところ確認できていな
い｡ その意味で,犬飼 と三浦のそれぞれの言説は ｢森 海｣に関する複層流であった｡ この
両者の複層流を漁協の植樹活動 としてまとめていったのが漁協指導者の柳沼であった｡
さて,1985年の三浦の死後,1988年に開始 された北海道の漁協の植樹運動は,1990年代
以降,北海道水産部 ･林務部 (1997年,両部は統合 されて水産林務部 となった)などの行政
を巻き込むものになった｡1992年4月か ら,北海道 (林務部)は ｢魚をはぐくむ森づ くり対
策事業｣ を開始 した｡他方,国レべ/レでも,1993年に発行 された 『林業 自書 林業の動向に
関する年次報告 平成 4年度』 には,北海道常呂漁協婦人部 の山づ くり ･植樹活動が報告 さ
れた｡環境庁でも,1998年発行の 『平成 10年版 環境 白書 (総説)』の ｢第 2章 国土空間
か らみた循環 と共生の地域づ くり 第 2節 国土を構成する自然的要素を基礎 とした圏域に
おける取組 2 流域圏 を意識 した取組｣の 中 (pp.184-185およびp.186)で,宮城県の
｢森 は海の恋人｣運動をその事例 として取 り上げている｡漁民たちの植樹運動は,国の政策
にも一定の影響を与えるようになったのである｡
注
1)長崎福三によると,魚附林に関して 『源平盛衰記』に ｢魚付の浦をば網人知る｣との記述があるという (長
崎福三 ｢忘れられた魚付林そして沿岸漁業｣『現代農業』1989年11月増刊号,p176)｡とすると,魚附林の
起原は源平盛衰記の成立した鎌創幸代後期から南北朝時代にまでさかのぼることになる｡江戸時代の魚附林思想
の歴史については,若菜博 ｢近世日本における魚附林と物質循環｣ 『水資源 ･環境研究』第17巻,pp53-62,
2004年,を参照｡
























交代 してこの事件は終息した (『親潮』水産学部五十周年記念誌,一九五七年)(北海道大学編集 ･著作 『北大百
年史一部局史』ぎょうせい,1980年,pp10721073より))｡
8)西洋思想批判の著作としては,例えば,遠藤吉三郎 『鳴呼西洋』博文館,1913年 [大空社 (叢書 日本人論
26)から1997年復刻 (南博監修)], 遠藤喜三郎 『西洋中毒』博文館,1916年 [大空社 (叢書 日本人論 28)
から1997年復刻 (南博監修)]などがある｡
9)西浜雄二 ｢厚岸牡塀の盛衰 (七)｣月刊 『水産北油道』2001年九月号 (第53巻第9号),87頁,等｡
10)パイロット･フォレス トの事業については富山和子 ｢｢水の文化｣とは何か｣第4回 ｢天然ガキをよみがえ




12)三浦正幸と大滝重直の詳細については,若菜博 ｢現代魚附林思想と ｢ニシン山に登る｣一三浦正幸 ･大滝重
直らの ｢森と海｣に関する複層流｣ 『室蘭工業大学紀要』第51号,2001年,pp.147-158を参照｡
13)柳沼武彦 『木を植えて魚を殖やす』家の光協会,1993年,pp46-50｡
14)柳沼武彦 ｢農林漁業の提携による自然生態系の保全｣ (全国農業協同組合連合会 ･全国腹案協同組合中央全





飯塚肇 『魚附林の研究』 (林業技術叢書第 10輯) (社団法人)日本林業技術協会,1951年,全 131ぺO
飯塚肇 ｢魚附林の研究J 『林業試験集報』 (鹿林省林業試験場)第60号,1951年,pp.99-128D
石城謙書 『イワナの謎を追う』岩波新書,1984年D
石城謙吉 『森はよみがえる一都市林創造の試み』講談社現代新書,1994年O





犬飼哲夫 ｢森林と水産業｣『樹氷』 (帯広営林局発行)1951年 11月号,pp1-30
犬飼哲夫 ｢自然保護とそのあゆみ｣『札幌林友』No.121,1965年,PP.40-54(1964年 11月 14日札幌営林
局での記念講演)O
犬飼哲夫 rカキ｣ (所収 『わが動物記』暮しの手帖社,1970年)｡
犬飼哲夫 ｢自然の保護について｣ (所収環境庁長官官房総務課編 『生命ある地球 環境週間記念講演集』帝国
地方行政学会,1973年 (1973年6月9日,札幌日生ビル大会議室での講演))｡
犬飼哲夫 ｢森林と水の問題｣ 『北方林業』No327,1976年｡




今井直 ･須田有輔 ･町井紀之 ｢沿岸漁業生産における湿地環境の重要性に対する漁業者の認識｣『日本沿岸域
学会論文集』10,pp53-63,1998年3月｡










遠藤吉三郎 (1902年5月脱稿)｢海藻磯焼調査報告｣ 『水産調査報告』第 12巻第1冊 膿 商務省),1903年
pp.1-33｡
遠藤吉三郎 『日本有用海産植物』博文館,1903年｡
遠藤吉三郎 (1903年4月脱稿) ｢青森県下下北郡海藻減少ノ原因｣ 『水産調査報告』 (鹿商務省水産局),
1904年,pp.5770｡
遠藤吉三郎 『実験陰花植物学』東京裳華房,1906年｡
遠藤吉三郎 『海産植物学』博文館,1911年｡成山堂書店から1994年に復刻 (解説 片田賓 ･東京水産大学名
誉教授)｡
遠藤吉三郎 『鳴呼西洋』博文鼠 1913年｡大空社 (叢書 日本人論 26)から1997年復刻 (南 博監修)｡




oHMIHlkoel(近江彦栄)｢StudleS OnZsoyakeor'Decrease ofSeaweeds〝 along theCoastof
Northern Japan｣ 『北海道大学水産学部研究桑報』第2巻第1号,1951年,pp109117｡
岡村金太郎 ｢青森県下北郡磯焼調査｣青森県内務部,1915年,pp.111｡




斉藤きみ子作 ･津田櫓冬 絵 『魚 (さかな)をよぶ森』佼成出版社,1994年｡











谷口和也 ･山田潤一 ･蔵多一哉 ･鈴木稔 ｢褐藻ツルアラメのポリフェノール化合物によるエゾアワビに対する
摂食阻害作用｣ 『日本水産学会誌』57(ll),1991年,pp.2064-20 7 1｡
谷口和也 ･山田潤一 ･蔵多一哉 ･鈴木稔 ｢褐藻シワヤハズのエゾアワビに対する摂食阻害物質｣ 『日本水産学
会誌』58(3),1992年,pp.577-581｡
谷口和也 ･蔵多一哉 ･鈴木稔 ｢コンプ科褐藻数種のエゾアワビに対する摂食阻害活性｣ 『日本水産学会誌』
59(2),1993年,pp339-343Q
谷口和也 『磯焼けを海中林-一岩礁生態系の世界』裳華房,1998年.
谷口和也編 『磯焼けの機構と藻場修復』恒星社厚生閣 (水産学シリー ズ),1999年｡






富山和子 ｢｢水の文化｣ とは何か｣第4回 ｢天然ガキをよみがえらせた大造林パイロット･フォレス トー 荒廃






中島美由紀 ･伊藤富子 ｢サケ (Onchorhynchusketa)の産卵後死体 (ホッチャレ)-の水性動物のコロニゼー
ション｣ 『北海道立水産筋化場研究報告』54号,2000年,pp23-31｡
中村太士 『流域一貫｢森と川と人のつながりを求めて』築地書館,1999年｡
酉浜雄二 ｢厚岸牡蛎の盛衰 (1)- (8)｣月刊 『水産北海道』2001年3月号-10月号 (第53巻第3号一第
10号)｡
農商務省水産局編 『日本の魚附林一森林と漁業の関係』1911年 (信山社,1998年復刻)a
野坂勇作 『森を育てる漁師の詣』福音館書店 (月刊たくさんのふしぎ1996年3月号 (第132号))0





浜田稔 ｢水産植物学者遠藤吉三郎先生｣ 『採集と飼育』1980年 11月号 (第 12巻 11号),pp612-617｡







松永勝彦 .久万健志 .鈴木祥広 『梅と海洋汚染』三共出版 (地球環境サイエンスシリー ズ),1996年｡
松永勝彦 『さかなの森』フレーベル館 (森の新聞 (10)),1997年.
松永勝彦 ｢森と海を科学する｣ (所収天野礼子編著 『海からの贈り物』東京書籍,1997年,pp53-70)｡
KatsuhlkoMATUSNAGA(松永勝彦),GoroNIGI(和吾郎),YoshlhiroSUZUKl(鈴木梓広),HajlmeYASUI(安
井肇)andGrldsadaDEEP (ディーン ･グリサダ) EfectorFulvICAcld-FeDerlVed斤omtheForestOntheGrowth
ofLamlnariaRelg10SaMlyabeandUndarlaPlnnatLfidaSurJngan(森林起原のフルボ酸鉄がコンプやワカメの成長に






松永勝彦 ｢[総説]森林起錬物質が梅の光合成物質に果たす役割｣ 『日本海水学会誌』第 54巻第1号,2000
午,pps-6｡
松原新之助 『水産調査予察報告』第3巻,農商務省農務局,1892年,第-冊全315ぺ.第二冊全126ぺ｡
三浦正幸 ｢こんぶ激減の理由一森林と水産の関連性｣ 『林』 (北派遣林務部広報誌)1952年9月号 (No 9),
1952年7月10日脱稿?,pp 6-7｡
三浦正幸 ｢森林の荒廃と沿岸漁業の不振｣ 『林』1955年9月号 か｡42),1955年6月19日脱稿,pp.4-70
三浦正幸 ｢北海道春ニシンの消滅とその復興 内陸森林資源の乱伐が原因｣ 『水産界』 (大目本水産会)1971
年2月号.pp.16-22.
三浦正幸 ｢北海道春ニシンの消滅と内陸森林｣ 『グリー ンエイジ』 (El本緑化センター)vo121,No.7,1971
13
年7月1日,pp.3642｡
















柳沼武彦 ｢木を植えて魚を殖やす-ニシンはなぜ消えてしまったのかJ (所収矢間秀次郎編著 『森と海とマチ
を結ぶ一林系と水系の環境論』北斗出版,1992年)｡
柳沼武彦 『木を植えて魚を殖やす』家の光協会,1993年D
柳沼武彦 ｢森 と梅が蘇る一生産 と流通のシステムはこれでよいか｣『公庫月報』 (農林漁業金融公庫発行)
1996年8月号,pp14-17｡
柳沼武彦 ｢油の母さん 森をつくる｣ (所収天野礼子編著 『梅からの贈 り物』東京書籍,1997年,pp.551)O
柳沼武彦 ｢農林漁業の提携による自然生態系の保全J (全国農業協同組合連合会 ,全国農業協同組合中央会編






若菜博 ｢現代魚付林思想の展開における犬飼哲夫 ･三浦正幸 ･大滝重直の位置と役割｣『日本理科教育学会北
海道支部会報』第12号,1999年,pp.2629｡
若菜博 ｢現代魚附林思想 と ｢ニシン山に登る｣一三浦正幸 ･大滝重直らの ｢森と海｣に関する複層流｣『室蘭
工業大学紀要』第51号,2001年,pp.147-158｡
若菜博 ｢日本における現代魚附林思想の展開｣『水資蘇 ･環境研究』 (水資源 ･環境学会)第14号,2001年.
ppi-9.
若菜博 ｢近世日本における魚附林と物質循環｣『水資源 ･環境研究｣ (水資源 ･環境学会)第17巻,2005年.
pp53-62｡
若菜博 ｢漁業関係者の植樹活動 とその背景｣『農林統計調査｣, (財)農林統計協会,通巻 655号 (2005年
10月号),pp.10-17｡
執筆者紹介
所 属 :室 蘭工業 大学 ･共通講座 (人 間 ･社 会科学講座 )
Emal:wakana@mmm.muroran-it.acJp
ホー ムペー ジ :htp:/wakana.mcr.muroran-1taC.Jp/
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<資料>犬飼哲夫& ｢磯焼け｣研究&北海道大学水産学部など関連年表
凡例 ◎若 菜所蔵,○若 菜 一部 所蔵 を示 す｡(B)欄 の人名 ･事 項 な どの ゴシ ックは北大 関係 事 項｡
磯 焼 け研 究 の時期 区分 .第 1期 (1892-1948) ｢磯 焼 け現条 把握 の時期｣ ,第 2期 (1950-1970) ｢問題 提起 が
な され た時期 ｣ ,第 3期 (1970-現在 ) ｢仮説構 成 のた めの諸事 実 が明 らか に され た時期 ｣ (富士昭 1999 ) 也
年
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)
年1965(S.40)
1968(ら.
43)1970
(5,45)1973S.8
1975(S_50)
1976(S.5
1)1978(
～,53)1979(S.4
1980(S.55)
1981(S.56
)1982(S
.57)l984(S 9
1985(S.60)
19S6(S,61)
l987(S_62)
年1991(H_3)
1992(H_4) を紹介.
所収).1993(H.5) 事
を紹介.紹介ロ1994(Jl.6)
1996(Ll_8)7
(Z1.9) (10))○
